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                                                                本日のプチレクチャーは、広石

さんが関わる「あらかわ下町不健康学会」のお話か 

ら。「外出している人は、自分なりの居場所を見つけている」「誰かに会うこと、 

話すことで自分を管理することができる」「一人で家にいるのが、一番リスクが 

高い！」ということを、地域の人たちが自分たちで発見したという話が出た。このお話をもとに、

WHOによる健康の４つの要素（左図参照）についての話や、居場所と出番についての話へと結び付き、「魂って何！？」    

という疑問もありつつ、公開イベントに向け「身体が楽しくなること」「気持ちが明るくなるこ

と」「居場所や出番を感じる場面」「自分の心身を把握する時」などを話し合った。 

・導入ラジオ体操 

・プチレクチャー 

・公開イベントに向けて 

・グループワーク 

・今日のメンバーのポジティブに感謝。基本は健康（体と心） 

バランスがいいですね。 

・秋の遊び、秋の健康について学びました。 

・体、健康と心のバランスを具体的に考えられました！！ 

 

「あ～たぁらしぃい～ あーさがっきた きぃぼぅーぉのぉ あぁぁさぁぁだっ」先導する歌手は COOLJAPANでもおなじみ 

初音ミク氏である。彼女の歌声に合わせて私たちも合唱する。歌の内容は朝であるが講座は夜である。これは何か 

の隠喩かもしれない。ミク氏先導による合唱の後はいよいよ「ラジオ体操」である。日ごろの 

運動不足を少しでも解消すべく、 

体操にまい進するところから 

今日の講座はスタートである。 

 

健康の４つの要素

身体

心理

社会

魂

の４要素が
良好である
動的な状態

前回に出ていた「へるぷろ庵」「おやじ食堂」に加え、今回

の話し合いでは「鏡を見て自分の身体を把握する」という

発表から「タマシイの健康診断」はどうだろう？という話が

出た。会場も、これまでとは趣が異なる所になる可能性も

出てくるなど、ますます目が離せない！？ （文：瀬山） 

居場所と出番

居場所
自分の存在・考え
を受け容れてもらえ
そう

自分と共感できる
仲間がいる

出番
自分の考えているこ
とを発言しても大丈夫

自分の判断、行動が
尊重される

自分が役立っている
と実感できる

感 想 集 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

       

    

   

 

 

   

   

   

     

    

     

 

 

   

  

 

  

 

    

   

 

  

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆この新聞は事務局スタッフの視点と記録に基づき作成しております。 

 

第９回 地域活動を楽しむ先輩たちとの語りあい 

 

だだががししやや楽楽校校入入門門編編  
～～気気軽軽なな““みみせせ開開きき””ででままちちにに出出よようう～～  

土曜昼コース 

１０月１日 

ばるちゃん（アソビ） 

犬よりネコ、夏より冬、肉より魚、こしあんより粒

あん、きのこよりタケノコ、邦画より洋画、アニメよ

り特撮が好きです。目標はムーミン谷のリトルミ

イ。よろしくお願いいたします。 

今回は、だがしや楽校を卒業された 3 人の先輩にお越しいただいて、だがしや楽校を経験したことによる考え方、生き方の変化

やご自身の活動への思いなどのお話を、受講生によるインタビューで伺った。生き方を豊かにする「大人の学び」の面白さが詰ま

った貴重なお話をご紹介！（文：遠藤） 

11年卒・愛宕紀子さん×瀧島千代子さん 

12年卒・吉田直子さん×I.F さん 

《だがしや楽校、始めた時はどうだった？》「自分みせ」で何も見せられるものはなかったけど、「好奇心ならあ 
る！」と言って参加しました。 
《だがしや楽校をやって良かったことは？》だがしや楽校をきっかけに、それまで知らなかった杉並を知り、 
仲間ができた。杉並の住み直しの原点！ 
《自分の中の変化や、これからの夢は？》全てのことを楽しむには、元気でいることが基本なので心掛け
ている。また、一年一年を元気に、目標を持って生活するようにしている。これまで自分が培ってきたも
ので役に立つことがあればどんどん利用して欲しい。東京オリンピックがあるので、ちょっと道に迷った 
外国の方に英語で声掛けしたり、などができれば。 

 

何か面白いことがないか、いつも探しているという愛宕さ 

ん。退職後の語学留学やアフリカへの旅など、世界と地域、 

両方に目が向いているとてもアクティブな方だ。 

 

《だがしや楽校、始めた時はどうだった？》少し仕事に疲れていた中で、ちょっと面白そうだな、と思い受 
講。「自分みせ」と言われても自分には何もなく、仕事を勤め上げ定年を迎えたほかの受講生への劣等 
感も･･･。 
《だがしや楽校で印象的だったことは？》小学校（20年ぶり！）や、特別養護老人ホームに訪れたこと。 
また、他の受講生から聞いた「人生の棚おろし」という言葉がきっかけで、転職活動につ 
ながった。 

《だがしや楽校のちょっと嫌だったところは？》特にない！？けど、受講生がみんな我が 
強かった･･･。でも主張がないと前に進まないし、あとは大人同士の擦り合わせで決まってい 
ったので、それも良いことだと思う。 
 

《受講のきっかけは？》子育てを終え、自分や子どもを育ててくれた地域に何か恩返しがしたいと思って。 
《だがしや楽校をやってみてどうだった？》だがしや楽校では他の人を手伝ったり、手作りのお菓子を販売 
したりした。準備中はよく分からないことも多かったけど、その中でできていくつながりを楽しむことができた。
あまり準備が進んでいなくても、前日・当日の臨機応変な協力態勢が素晴らしく何とかなった！さすが大人。 
《だがしや楽校を経て》人見知りが治り、大勢の人と会っても疲れなくなった！また、「すぎなみのたね」で高
齢者と関わっていたが、これからの世代の助けもしたいと思い、中学生に勉強を教え始めた。「教える」という
より「寄り添う」というスタンスで、その子が何に困っているのかを見つけだすことができた。 

事務局に、新たな仲間が加わりました。 

よろしくお願いします♪ 

講座ではデジタルなアイテムを楽しむ遊びや広報 

で活躍した中村さん。今は IT 企業に勤める傍ら、

子どもと一緒にご飯を食べるイベントに参加したり、学生の宣伝活動を手伝ったりと、活動の場を広げ

ている。 

この日、お得意のシフォンケーキをお土産に持ってきて下さっ 

た吉田さん。中学生に勉強を教えたり、「すぎなみのたね」（大 

人塾卒塾生による NPO 法人）に参加したり、ご自分のペースで地域と関わっている。最近はギターも始 

めたとのこと。 

15年卒・中村伸行さん×坪田旨利さん 

すぎなみ大人塾・地域大学共同開催 学びと参加のシンポジウム 

学びと出会い、場をつくる 

小さなポジティブのつなぎ方 

平成 28年 10月 29日（土）午後 2時～5時 

産業商工会館 展示場 

地域を楽しくする活動に興味をお持ちの方、お待ちしています！お

申込みは社会教育センターまで。 

参加者募集中！ 


